
城
下
町
柳
川
と
北
原
白
秋
の
見
た
風
景

ー
場
所
論
的
考
察
|

一場所論約考察一

小
論
は
、
詩
人
北
原
白
秋
の
見
た
風
景
を
手
が
か
り
に
し
て
、
福
岡
県
柳
川

と
い
う
一
地
域
の
本
質
的
意
味
を
探
る
試
み
の
一
環
を
な
す
。
ま
た
、
北
原
白

秋
に
つ
い
て
従
来
散
文
的
に
考
察
さ
れ
て
き
た
い
く
つ
か
の
側
面
を
構
造
的
総

合
的
に
結
び
つ
け
る
試
み
で
も
あ
る
。

考
察
は
、
主
に
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
的
場
所
論
か
ら
導
い
た
方
法
を
用
い
、

比
較
論
的
に
遂
行
す
る
。
小
論
は
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
的
場
所
論
の
文
学
研
究

や
地
域
研
究
に
対
す
る
応
用
可
能
性
を
探
求
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

な
お
、
文
中
で
使
用
す
る
『
拝
情
小
曲
集
お
も
ひ
で
』
(
著
及
装
順
一
北

原
白
秋
、
明
治
四
四
年
刊
行
)
は
、
平
成
九
年
発
行
復
刻
版
(
財
団
法
人
北
原

白
秋
生
家
保
存
会
発
行
)
を
引
用
し
、
角
川
文
庫
『
北
原
白
秋
詩
集
』
(
平
成

一
一
年
)
を
参
照
し
た
。

ま
た
、
文
中
引
用
の
旧
字
は
現
代
表
記
に
直
し
、
外
国
語
の
も
の
は
、
拙
訳

を
記
し
た
。

減下町榔1f//と北原白秋の見た風景

な
お
、
こ
の
考
察
の
前
身
は
「
北
原
白
秋
「
わ
が
生
ひ
た
ち
」
と
柳
川
の

「
風
景
」
|
現
象
学
的
考
察
|
」
(
『
文
化
と
セ
ラ
ピ
l
こ
ど
も
音
楽
セ
ン
タ
ー

紀
要
第
一
号
』
一
九
九
一
年
、
七
一

i
八
八
頁
)
で
あ
る
。
小
論
は
そ
の
論

理
的
考
察
の
後
半
で
あ
り
筆
者
の
柳
川
考
察
の
総
合
的
な
理
論
的
背
景
を
為
す
。

紙
数
の
関
係
上
、
小
論
は
考
察
の
大
枠
を
記
す
に
と
ど
め
、
そ
の
論
文
を
執
筆
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荒

正

見

木

す
る
準
備
段
階
か
ら
の
二
十
年
余
に
わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
に
つ

い
て
は
殆
ど
を
割
愛
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
爾
後
、
小
論
の
大
枠
を
基
に

し
て
各
論
と
も
い
う
成
果
を
公
表
す
る
所
存
で
あ
る
。

1
.
西
国
幾
多
郎
の
場
所
論

さ
て
、
小
論
で
は
西
田
幾
多
郎
の
場
所
論
を
応
用
し
て
考
察
を
進
め
る
が
、

西
田
幾
多
郎
の
理
論
は
本
来
多
岐
に
亙
り
、
単
純
に
応
用
で
き
な
い
の
も
事
実

で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
西
田
幾
多
郎
の
場
所
論
の
一
端
を
筆
者

な
り
に
整
理
し
た
内
容
を
も
っ
て
考
察
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
を
筆

者
は
端
的
に
、
中
村
元
監
修
、
峰
島
旭
雄
責
任
編
集
『
比
較
思
想
事
典
』
(
東

京
書
籍
、
二

O
O
O年
、
四
一
二

i
四
一
三
頁
H
拙
筆
項
目
「
場
所
[
現
代
思

想
]
」
)
に
お
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
ま
で
も
執
筆
の
都
合
上
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
各
論
文
で
言
及
し
て
き
た
が
、
以
降
の
考
察
の
手
が
か
り
と
し
て
概
略
し

て
お
く
。

a.
唯
一
・
絶
対
・
無
限
な
存
在
と
し
て
の
場
所
。

西
田
幾
多
郎
に
と
っ
て
、
「
場
所
」
と
い
う
語
は
、
古
来
哲
学
の
テ
l
マ
で

あ
っ
た
「
存
在
」
そ
の
も
の
を
指
す
。
「
存
在
」
と
は
、
唯
一
・
絶
対
・
無
限

な
存
在
と
、
個
々
の
存
在
(
も
し
く
は
存
在
者
)
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
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西
田
幾
多
郎
は
ま
ず
、
唯
一
・
絶
対
・
無
限
な
存
在
を
「
場
所
」
と
呼
ぶ
。
す

な
わ
ち
、
「
場
所
」
は
す
べ
て
の
個
々
の
存
在
対
象
を
そ
の
部
分
と
す
る
唯
一

の
も
の
で
あ
る
。
古
来
し
ば
し
ば
呼
ば
れ
て
き
た
よ
う
に
「
神
」
と
呼
ば
な
い

の
は
、
ま
た
、
「
存
在
」
と
さ
え
呼
ば
な
い
の
は
、
特
定
の
先
入
観
で
定
義
し

て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
意
識
の
対
象
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
言

語
的
に
名
付
け
る
こ
と
を
苦
労
し
た
挙
旬
、
「
あ
り
か
」
と
ネ
ガ
の
よ
う
に
呼

ぶ
の
が
ぎ
り
ぎ
り
の
名
付
け
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

b
.
場
所
の
自
己
限
定
と
個
に
よ
る
場
所
の
限
定
。

絶
対
的
な
全
体
と
個
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
全
体
と
し
て
の
場
所
は
個
を
限
定
し
、
個
は
全
体
の
表
現
や
発
展
と
し
て
場

所
を
限
定
す
る
。
」

す
な
わ
ち
、
絶
対
的
な
全
体
が
個
を
生
む
の
で
あ
る
か
ら
、
全
体
は
全
体
的

な
構
成
に
よ
っ
て
個
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
生
み
出
さ
れ
た
個
は
、
個
と

し
て
自
己
表
現
す
る
。
我
々
は
絶
対
的
な
全
体
を
一
気
に
認
識
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
個
々
の
存
在
(
者
)
を
通
し
て
そ
れ
ら
の
無
限
な
総
体
と
し
て
の

全
体
を
認
識
す
る
。
そ
の
個
が
豊
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
全
体
は
豊
か
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
個
は
全
体
を
限
定
し
、
全
体
と
個
と
の
相
互
限
定
が
成
立

す
る
こ
と
に
な
る
。

c.
場
所
論
に
お
け
る
歴
史
的
根
拠
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
全
体
と
個
と
は
、
相
互
に
限
定
し
あ
っ
て
い
る
と
い
え

る
が
、
そ
れ
は
静
的
な
も
の
で
は
な
く
、
脈
々
と
動
い
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
動
き
の
軌
跡
が
歴
史
と
な
る
。
従
っ
て
「
全
体
と
個
の
相
互
限
定
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
が
歴
史
と
な
る
」
と
述
べ
得
る
。

d
.
歴
史
理
論
に
基
づ
く
人
間
、
社
会
解
釈
。

こ
こ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
理
論
に
基
づ
く
解
釈
学
の
可
能
性
が
聞
け
る
。

す
な
わ
ち
、
「
歴
史
に
お
け
る
全
体
と
個
の
相
互
限
定
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解

析
す
れ
ば
事
柄
の
本
質
が
見
え
て
く
る
。
」
と
し
て
、
新
た
な
解
釈
学
の
可
能

性
を
探
り
得
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
論
の
応
用
に
お
い
て
は
、
場
所
を
具
体
的
、
空
間
的
な
場

所
に
置
き
換
え
て
も
、
相
互
限
定
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
成
立
す
る
。
こ
の
理
論

は
最
も
普
遍
的
な
理
論
で
あ
り
、
普
遍
は
特
殊
な
状
況
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば

真
の
普
遍
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
場
所
は
物
理
的
空
間
ば
か
り

を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
定
の
人
間
で
も
よ
い
し
、
抽
象
的
な
概
念
で

も
よ
い
。
ま
た
、
歴
史
は
、
個
人
で
あ
れ
ば
生
育
史
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
あ

く
ま
で
そ
の
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
全
体
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
個
別
的
な

事
柄
と
の
関
係
と
し
て
捉
え
得
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
北
原
白
秋
そ
の
人
の
自
己
表
現
と
、
柳
川

と
い
う
場
所
の
関
係
を
探
っ
て
い
く
。
手
が
か
り
は
歴
史
で
あ
る
。

2
.
北
原
白
秋
「
わ
が
生
ひ
立
ち
」
と
水
郷
・
柳
川

北
原
白
秋
は
、
明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
)
一
月
に
、
当
時
の
福
岡
県
山
門

郡
沖
端
村
、
現
在
の
福
岡
県
柳
川
市
に
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
七
年

(
一
九

O
四
)
に
中
学
伝
習
館
を
中
退
し
て
上
京
、
昭
和
一
七
年
(
一
九
四
二
)

に
五
七
歳
で
没
す
る
ま
で
、
再
び
柳
川
に
住
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
白
秋
に
と
っ
て
柳
川
は
魂
の
揺
藍
と
し
て
、
彼
の
作
品
の
原
光
景

を
構
成
し
、
彼
自
身
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
こ
と
を
作
品
制
作
に
効
果
的

に
生
か
し
た
。
そ
れ
を
最
も
意
識
的
に
表
現
し
た
一
文
が
、
明
治
四
四
年
(
一

九
一
一
)
、
二
六
歳
の
時
に
刊
行
し
た
詩
集
『
持
情
小
曲
集
お
も
ひ
で
』
に

掲
載
さ
れ
た
序
文
「
わ
が
生
ひ
立
ち
」
で
あ
る
。

こ
の
、
「
わ
が
生
ひ
立
ち
」
で
白
秋
は
、
「
「
恩
ひ
出
」
は
私
の
芸
術
の
半
面



で
あ
る
。
」
(
復
刻
版
、
序
一

O
頁
)
と
述
べ
、
柳
川
の
思
い
出
が
単
な
る
郷
愁

を
超
え
て
芸
術
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
私
の
故
郷
柳
河
は
水
郷
で
あ
る
。
さ
う
し
て
静
か
な
廃
市
の
一

つ
で
あ
る
。
」
(
復
刻
版
、
序
一
二
頁
)
と
、
柳
川
の
心
象
風
景
に
つ
い
て
語
り

一場所論的考察一

始
め
る
。

小
論
で
は
ま
ず
、
こ
の
、
「
水
郷
」
と
「
廃
市
」
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
風
景
と
は
、
物
理
的
風
景
と
心
理
的
風
景
と
が
統
合
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
に
作
ら
れ
て
き
た
風
景
と
、
そ
こ
で
生
き
る
人
々
に

映
る
心
理
的
映
像
と
の
統
合
と
い
っ
て
も
よ
い
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か

ら
、
柳
川
の
水
郷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

は
じ
め
の
考
察
は
、
水
郷
の
普
遍
的
意
味
を
求
め
、
水
郷
と
い
う
場
所
が
い

か
に
個
を
限
定
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

水
郷
の
心
理
的
意
味
を
捉
え
る
場
合
、
は
じ
め
に
重
要
な
要
素
と
な
る
の
は

「
水
」
で
あ
る
。

nH・
回
・
ロ
ユ
O
け

¥

、

H
d
H
J
m
g
-
E
E
P
o
S
F
o
∞
聞
記
ロ
2
F
σ
吋

戸』仕】F岱口岳W

∞E釦おm宮叩P.
、λA
同匂巴)記凡常宣円ミミHミき叫芯宮。s誌きぬミミ久

e

品守Y
ミミ主惜$守ぎ。円なぜ

NY邑.阿阿尽叫符h

同由高肉宮印

gロ日司um印EwE己己-.H巴∞斗ロ
H¥bH巴
@
宕
斗
∞
巴
)
で
は
、
多
く
の
例
と
と
も
に
、
「
水

d
g
g円」

は
、
「
表
面
に
立
つ
小
さ
な
鋭
い
波
頭
に
よ
る
波
型
」
「
原
初
的
海
も
し
く
は
原

始
的
事
柄
」
「
無
限
や
不
死
」
「
無
意
識
の
象
徴
と
し
て
の
流
動
す
る
身
体
」

な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

城下町柳'1ftと北原白秋の見た嵐景

(
匂
・

ωαhFBωG斗
)

ま
た
、

39 

門

戸

由

〈

H1-g-

U
E
e
Eミ
ミ
，

h

町
、
遠
宮
何
百

S
弘
吉
R
H崎
町
、
可

(
Z
o
ユF
Z巳
rwロ
円
四
司

c-u・
c
o
-
-
5
4

品

¥
E
a
)
で
は
、
「
混
沌
」
「
洗
礼
」
「
精
神
的
再
生
」
「
大
洪
水
の
よ
う
に
世

界
の
再
生
、
新
生
」
「
若
返
り
」
「
推
移
、
過
渡
的
段
階
」
「
浄
化
」
「
審
判
」

「
不
安
定
」
「
順
応
」
「
苦
し
み
」
「
魂
」
な
ど
を
現
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

Q
・怠
ω
ム
定
)
。
さ
ら
に
、
赤
祖
父
哲
二
『
英
語
イ
メ
ー
ジ
辞
典
』
(
三
省
堂
、

一
九
八
九
年
第
四
刷
)
で
は
、

drz円
水
は
、
大
ま
か
に
は
「
循
環
、
清
浄
、

〉
p_. 

母
胎
」
を
表
す
と
さ
れ
て
い
る
(
三
五
三
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
多
様
に
述
べ
ら
れ
る
水
で
あ
る
が
、
柳
川
の
よ
う
な
水
郷
で
、

構
造
的
に
は
い
わ
ば
無
意
識
と
し
て
の
水
に
、
常
に
触
れ
て
い
る
こ
と
で
様
々

な
人
格
的
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ら
は
、
未
知
で
あ
り
、
不
安
で
あ
り
、
恐
怖
で
あ
り
、
本
能
で
あ
る
。

ま
た
、
新
生
で
あ
り
、
可
能
性
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
信
仰
を
生
み
、
ロ
マ
ン

を
生
む
。

白
秋
も
「
折
々
の
季
節
に
つ
れ
て
四
遺
の
風
物
も
改
ま
る
。
」
(
復
刻
版
、
序

回
頁
)
と
、
綿
々
と
記
す
よ
う
に
、
四
季
折
々
に
、
水
と
陸
と
の
豊
か
な
対
比

が
展
開
し
、
双
方
の
生
物
や
、
景
観
が
豊
か
に
移
り
変
わ
る
。
「
わ
が
生
ひ
立

ち
」
で
は
こ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
数
多
く
詳
細
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
水
辺
の
四
季
折
々
が
北
原
白
秋
そ
の
ひ
と
を
限
定
し
、
ま
た
北
原
白
秋

が
か
く
文
学
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
個
の
側
か
ら
の
場
所
に
対
す
る
限
定
で

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
懐
か
し
く
肉
体
の
底
か
ら
無
意
識
を
喚
起
す
る
水
辺
の

風
景
は
、
い
わ
ば
慈
し
み
育
む
母
親
性
だ
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
柳
川
の
掘
割
の
構
図
は
、
知
恵
を
持
ち
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
父
親
性
と
も
い
う
べ
き
論
理
的
性
格
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
柳
川
の
場
合
、
こ
の
水
郷
は
城
下
町
を
形
成
す
る
掘
割
で
も
あ

る
。
構
図
的
に
重
要
な
の
は
、
旧
城
下
と
沖
ノ
端
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
点

で
あ
る

場
所
の
側
か
ら
の
普
遍
的
な
限
定
と
し
て
、
そ
の
地
理
的
構
図
の
考
察
が
求

め
ら
れ
、
他
方
、
地
理
的
構
図
が
成
立
す
る
歴
史
的
事
実
か
ら
は
、
普
遍
的
な

限
定
を
加
え
る
地
理
的
条
件
に
柳
川
の
人
々
の
個
性
溢
れ
る
工
夫
と
知
恵
が
見

え
、
そ
の
工
夫
が
ま
た
普
遍
と
な
り
、
個
人
と
い
う
個
を
限
定
し
、
個
人
は
自

己
表
現
に
よ
っ
て
普
遍
を
逆
に
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
地
理
的
構
図
は
以
下
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
。

ま
ず
、
旧
城
下
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
城
を
中
心
と
し
て
掘
割
が
幾
重
に
も

取
り
囲
む
構
造
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
今
日
の
柳
城
中
学
校
と
柳
川
高
校
の
あ

い
だ
に
本
丸
が
存
在
し
、
す
で
に
埋
め
ら
れ
た
が
、
本
丸
、
二
の
丸
を
囲
む
掘

割
、
そ
し
て
こ
の
一
帯
を
中
心
と
し
て
今
日
も
残
る
黒
門
橋
、
日
吉
神
社
の
南
、

お
花
の
北
な
ど
を
巡
る
掘
割
、
お
花
の
南
、
辻
橋
、
鶴
味
噌
の
西
を
巡
る
外
堀

な
ど
を
は
じ
め
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
掘
割
が
町
を
取
り
囲
む
。
そ
し
て
最
も
外
側

に
は
総
外
堀
と
し
て
北
に
天
然
の
沖
ノ
端
川
と
い
う
水
路
を
擁
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
単
に
表
面
か
ら
眺
め
た
だ
け
で
も
、
柳
川
の
掘
割
は
、
心
理

的
に
も
、
現
実
的
に
も
、
外
か
ら
の
侵
入
に
対
し
て
内
部
を
強
く
守
る
構
造
を

示
す
。
こ
の
こ
と
は
、
町
並
み
の
詳
細
を
見
て
も
言
え
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、

十
字
に
交
わ
る
道
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
甲
木
清
『
柳
川
の
歴
史
と
文
化
』
(
柳

川
の
歴
史
と
文
化
刊
行
会
、
昭
和
六

O
年
)
に
は
、
十
字
に
交
わ
る
の
は
辻
町

(
札
の
辻
)
の
み
と
記
さ
れ
て
い
る
(
一

O
頁)。

さ
ら
に
掘
割
は
、
枠
組
み
を
現
す
と
同
時
に
、
そ
の
成
立
や
管
理
を
意
識
さ

せ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
知
恵
を
も
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
掘
割
の
構
図
は

意
図
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
合
理
的
な
水
路
管
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ

ザ
令
。

沖
ノ
端
川
の
二
つ
川
(
二
ツ
河
)
井
堰
か
ら
取
水
し
て
、
沖
ノ

端
港
へ
と
流
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
高
低
差
を
考
慮
す
る
の
は
当
然
だ
が
、

豪
雨
時
に
も
溢
れ
ず
、
渇
水
時
に
も
溜
め
る
知
恵
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
知

恵
の
典
型
が
沖
ノ
端
の
二
挺
弁
極
で
あ
る
。

最
後
に
水
が
出
て
行
く
と
こ
ろ
が
二
挺
井
樋
で
あ
る
が
、
こ
の
井
樋
に
は
、

木
製
の
弁
が
付
け
て
あ
る
。
こ
の
弁
は
豪
雨
時
に
は
浮
い
て
水
を
流
し
、
渇
水

時
に
は
栓
と
な
っ
て
掘
割
の
水
を
確
保
す
る
。
故
障
の
可
能
性
を
想
定
し
て
二

す
な
わ
ち
、

挺
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
沖
ノ
端
川
の
、
柳
川
に
と
っ
て
東
上
流
の
二
つ
川
(
二
ツ
河
)

井
堰
か
ら
取
水
し
て
、
柳
川
中
を
巡
ら
せ
、
沖
ノ
端
の
二
挺
井
樋
に
落
と
し
沖

ノ
端
港
へ
と
流
す
こ
の
よ
う
な
構
図
が
意
図
的
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

合
理
的
な
考
え
方
の
反
映
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
合
理

的
論
理
的
な
考
え
方
は
柳
川
藩
に
お
け
る
和
算
の
発
達
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ

る
。
永
井
新
著
・
中
島
政
治
編
『
柳
川
藩
史
料
集
』
(
青
潮
社
、
昭
和
五
六
年
)

に
は
、
柳
川
・
高
畑
の
三
柱
神
社
の
算
額
ゃ
、
数
学
漢
学
指
南
役
と
な
っ
た
野

田
楽
山
、
幕
末
の
数
学
者
牛
島
五
左
衛
門
と
そ
の
弟
子
森
礼
蔵
、
明
治
期
の
数

学
者
怖
原
久
保
な
ど
が
、
柳
川
藩
の
和
算
を
象
徴
し
て
い
る
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
(
五
六
八

1
五
七
一
頁
、
五
九
二

i
六
O
一
頁
、
六
一
四
頁
、
六
三
二

頁)。こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
掘
割
と
そ
の
構
図
と
い
う
風
景
か
ら
だ
け
で

も
、
内
を
固
め
、
極
端
な
変
化
を
求
め
な
い
気
質
と
、
文
化
の
発
達
と
が
想
像

で
き
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
に
は
次
の
よ
う
な
事
実
と
し
て
示
さ
れ
る
。

極
端
な
変
化
を
求
め
な
い
慎
重
な
気
質
は
、
例
え
ば
維
新
時
の
対
応
に
示
さ

れ
る
。『

柳
川
藩
史
料
集
』
に
よ
れ
ば
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
、
伊
豆
下
回
の

米
国
総
領
事
ハ
リ
ス
が
数
度
幕
府
に
登
城
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
初
め
て
許
可

さ
れ
た
こ
と
を
巡
り
、
柳
川
藩
主
立
花
鑑
寛
(
あ
き
と
も
)
は
、
そ
れ
以
前
に

老
中
を
訪
れ
て
真
意
を
糾
し
た
り
(
四
三
八
頁
)
、
ま
た
、
許
可
さ
れ
て
か
ら

は
、
他
藩
と
共
に
現
在
の
我
が
国
は
国
防
の
充
実
が
完
全
で
あ
る
か
、
と
い
う

建
白
書
を
提
出
し
た
り
し
た
(
四
三
八
頁
)
。
こ
れ
は
一
因
に
は
、
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
に
、
藩
主
立
花
鑑
寛
が
結
婚
に
よ
っ
て
幕
府
の
中
軸
松
平
慶
永

の
義
理
の
兄
に
な
っ
た
こ
と
(
四
三
九
頁
)
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
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に
尊
王
撞
夷
論
が
沸
き
起
こ
る
中
で
、
傾
き
か
け
た
幕
府
に
近
づ
く
こ
と
自
体

が
保
守
的
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徒
に
時
勢
革
新
の
先
頭
を
走
ら

ず
時
流
を
観
察
し
て
じ
っ
く
り
対
応
す
る
の
が
柳
川
藩
の
傾
向
で
あ
る
の
は
、

初
代
藩
主
が
苦
労
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
下
記
の
略
年

表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
初
代
藩
主
立
花
宗
茂
は
、
天
正
一
五
年
(
一
五

八
七
)
に
豊
臣
秀
吉
に
命
じ
ら
れ
て
柳
川
城
に
入
城
し
た
が
、
関
が
原
の
戦
い

で
西
軍
に
付
い
た
た
め
に
破
れ
、
京
都
で
浪
々
の
身
と
な
る
。
次
に
、
奥
州
南

郷
・
棚
倉
地
域
を
領
有
す
る
が
、
中
野
等
『
立
花
宗
茂
』
(
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
一
年
)
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
ち
江
戸
に
滞
在
し
て
徳
川
家
康
に
対
し
て
柳

川
に
帰
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(
一

四一

1
一
四
三
頁
)
。
し
か
し
そ
の
結
果
再
入
城
が
叶
っ
た
の
は
二
代
将
軍
秀

忠
の
、
元
和
六
年
(
一
六
二

O
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
再
入
城
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
も
異
例
だ
し
そ
れ
が
宗
茂
の
優
れ
て
い
た
こ
と
の
証
明
に
も
な
る
が
、

再
入
城
に
向
け
て
立
花
宗
茂
が
最
高
権
力
者
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
辛
い
働
き

か
け
を
し
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。

さ
て
、
内
を
固
め
文
化
の
発
達
を
招
く
こ
と
は
歴
史
的
に
は
枚
挙
に
暇
が
な

域下町榔'1//と北原白秋の見た風景

文
政
七
年
(
一
八
二
四
)
に
藩
校
伝
習
館
が
創
設
さ
れ
た
の
は
そ
の
典
型
で

あ
る
が
、
他
に
も
文
化
的
濃
度
の
高
い
風
土
が
指
摘
さ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
信
仰
と
も
関
連
す
る
が
、
町
中
ど
こ
に
立
っ
て
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
神
社
、
仏
閣
、
嗣
な
ど
と
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
祭
り
、
「
ど
ろ
つ
く

ど
ん
」
、
ゃ
白
秋
も
言
及
し
て
い
る
沖
ノ
端
水
天
宮
の
「
三
神
丸
」
と
い
う
船

を
飾
り
立
て
舞
台
に
見
立
て
た
お
祭
り
、
各
家
々
の
雛
飾
り
を
見
せ
合
う
「
さ

げ
も
ん
ま
つ
り
」
な
ど
、
そ
し
て
一
一
月
二
日
に
亡
く
な
っ
た
白
秋
を
偲
び
一

一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
水
上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
白
秋
祭
も
加
わ
り
大
小
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の
祭
り
が
四
季
折
々
に
展
開
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
だ
け
で
は
、
柳
川
が
如
何
に
も
進
取
の
気
性

に
欠
け
る
印
象
を
持
ち
か
ね
な
い
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
文
化
の
発
達

を
招
く
際
に
は
必
然
的
に
、
文
化
的
凝
縮
度
を
高
め
る
た
め
の
文
物
の
導
入
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
構
図
と
し
て
表
す
の
が
、
次
に
考
察
さ
れ
る
沖
ノ
端
と

沖
ノ
端
川
で
あ
る
。

有
明
海
の
海
水
が
逆
流
す
る
ほ
ど
の
近
さ
に
あ
る
沖
ノ
端
川
と
そ
こ
に
流
し

だ
す
水
路
と
し
て
の
沖
ノ
端
港
は
、
構
図
的
に
は
旧
城
下
の
ま
と
ま
り
を
破
る

も
の
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
歴
史
を
参
照
す
れ
ば
さ
ら
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、
そ
れ
は
外
か
ら
の
侵
入
や
交
流
や
変
化
を
意
識
さ
せ
る
。
沖
ノ
端
川

も
同
様
で
あ
る
。
沖
ノ
端
川
は
地
理
的
に
は
八
女
の
山
々
を
水
源
と
し
て
い
る

だ
け
に
、
海
か
ら
だ
け
で
は
な
く
上
流
か
ら
も
文
物
の
流
入
を
予
測
さ
せ
る
。

特
に
、
北
原
白
秋
の
生
家
は
こ
の
沖
ノ
端
の
商
家
で
あ
っ
た
。
横
尾
文
子

『
北
原
白
秋
』
(
西
日
本
新
聞
社
、
平
成
六
年
)
に
よ
れ
ば
、
「
平
戸
、
五
島
、

長
崎
、
天
草
、
薩
摩
あ
た
り
か
ら
の
帆
船
が
荷
を
降
ろ
す
そ
の
川
端
に
、
明
治

末
年
ま
で
何
棟
も
の
酒
蔵
を
そ
び
え
さ
せ
て
い
た
造
酒
屋
」
(
一
ム
ハ
頁
)
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

城
下
町
に
お
け
る
意
識
性
の
高
い
価
値
観
に
影
響
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
破

る
も
の
と
し
て
の
沖
ノ
端
の
商
業
、
交
易
、
漁
業
に
携
わ
る
現
実
的
、
冒
険
的

な
価
値
観
と
の
双
方
が
北
原
白
秋
を
育
ん
だ
こ
と
は
、
沖
ノ
端
の
地
理
的
構
図

か
ら
も
想
像
で
き
る
。
『
北
原
白
秋
』
に
は
、
「
船
着
場
で
は
絶
え
ず
市
が
立
ち
、

塩
魚
、
鯨
、
南
瓜
、
西
瓜
、
た
ま
に
は
驚
鳥
、
七
面
鳥
ま
で
取
引
さ
れ
、
か
た

わ
ら
で
は
旅
芸
人
が
手
品
を
み
せ
た
り
と
、
人
の
往
来
や
物
の
売
買
や
言
葉
っ

き
に
は
、
城
下
町
の
威
儀
を
た
だ
し
た
た
た
ず
ま
い
と
は
異
な
り
、
独
自
の
解

放
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。
」
(
二

O
頁
)
と
眠
や
か
な
様
子
を
ま
と
め
で
あ
る
。
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同
様
に
沖
ノ
端
川
の
上
流
に
も
交
易
の
要
地
が
出
現
し
た
。
な
か
で
も
出
ノ

橋
(
井
手
橋
)
周
辺
は
、
そ
の
最
た
る
場
所
で
あ
っ
た
。

今
日
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
と
、
間
口
を
狭
く
奥
行
き
を
深
く
取
っ
た

典
型
的
な
商
家
建
築
の
目
野
邸
ゃ
、
析
形
、
構
口
な
ど
と
呼
ば
れ
る
鍵
型
に
な
っ

た
路
地
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
か
ら
天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
頃
に
か
け
て
西
原
一
甫
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
柳
河
明
謹
図
会
』

で
は
、
壮
麗
な
井
手
ノ
橋
御
門
と
、
材
木
置
き
場
、
商
家
な
ど
の
賑
わ
い
が
描

か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
柳
川
城
、
城
下
町
、
掘
割
の
形
成
に
つ
い
て
、
永
井
新
著
・
中
島

政
治
編
『
柳
川
藩
史
料
集
』
(
青
潮
社
、
昭
和
五
六
年
)
所
収
の
年
表
(
七
八

五
1
七
九
八
頁
)
を
参
考
に
し
て
纏
め
て
お
く
。

文
亀
(
一
五

O
一
四
)
頃
、
蒲
池
治
久
、
社
村
(
日
吉
神
社
付
近
)
に
出

城
築
城
。

永
禄
(
一
五
五
八
|
七

O
)
頃
、
治
久
の
孫
鑑
盛
(
あ
き
も
り
)
ほ
ぼ
現
在

地
に
築
城
。

天
正
九
年
(
一
五
八
一
)
、
鍋
島
信
生
(
の
ぷ
な
り
H

後
の
直
茂
)
入
城
。

天
正
一
二
年
(
一
五
八
四
)
、
龍
造
寺
家
晴
(
家
治
)
入
城
。

天
正
一
五
年
(
一
五
八
七
)
、
立
花
宗
茂
入
城
。

慶
長
五
年
(
一
六

O
O
)、
城
番
加
藤
美
作
。

慶
長
六
年
三
六

O
一
)
、
田
中
吉
政
入
城
。
築
城
技
術
に
優
れ
る
。

元
和
六
年
(
一
六
二

O
)、
城
番
松
倉
重
政
。

元
和
六
年
(
一
六
二

O
)、
再
度
立
花
宗
茂
入
城
。

明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
、
立
花
鑑
寛
(
あ
き
と
も
)
版
籍
を
奉
還
、
柳
川

藩
知
事
に
。

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
、
廃
藩
置
県
。
立
花
鑑
寛
、
華
族
に
、
知
事
免
職
、

東
京
へ
転
居
。

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
、
柳
川
城
炎
上
。

こ
の
具
体
的
な
歴
史
が
物
語
る
の
は
、
柳
川
城
築
城
、
城
下
町
や
掘
割
の
形

成
の
い
ず
れ
も
が
、
朝
夕
に
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な
く
、
代
々
の
藩
主
が
受

け
継
ぐ
か
た
ち
で
成
立
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
長
い
時
間
の
聞

に
知
恵
が
磨
か
れ
、
今
日
に
至
る
合
理
的
に
洗
練
さ
れ
た
柳
川
の
掘
割
の
構
図

が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
省
み
れ

ば
、
そ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
柳
川
旧
城
下
、
沖
ノ
端
と
い
う

複
合
的
な
構
図
が
成
立
す
る
こ
と
で
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
構
図
が
喚
起
す
る
精

神
的
風
土
が
い
っ
そ
う
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

3
.
北
原
白
秋
「
わ
が
生
ひ
立
ち
」
と
廃
市
柳
河

と
こ
ろ
で
、
北
原
白
秋
が
柳
川
を
称
す
る
言
葉
で
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は

「
廃
市
」
で
あ
る
。
「
既
に
柳
河
の
街
を
貫
通
す
る
数
知
れ
ぬ
溝
渠
(
ほ
り
わ
り
)

の
に
ほ
ひ
に
は
日
に
日
に
廃
れ
て
ゆ
く
旧
い
封
建
時
代
の
白
壁
が
今
な
ほ
懐
か

し
い
影
を
映
す
。
」
(
復
刻
版
、
序
一
二

1
二
二
頁
)
と
述
べ
ら
れ
る
廃
市
で
あ

る
が
、
後
に
作
家
福
永
武
彦
の
小
説
の
題
に
な
る
よ
う
に
、
一
見
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
雰
囲
気
を
も
感
じ
さ
せ
る
こ
の
「
廃
市
」
と
い
う
言
葉
に
白
秋
は
ど
の
よ

う
に
到
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
の
考
察
に
重
ね
る
形
で
、
こ
の
「
廃
市
」
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
場
合
も
手
が
か
り
は
歴
史
で
あ
る
。
明
治
一
八
年
に

生
ま
れ
た
北
原
白
秋
が
出
会
っ
た
柳
川
の
一
つ
が
掘
割
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

掘
割
の
上
に
成
り
立
つ
柳
川
の
風
景
は
ど
の
よ
う
な
姿
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
柳
川
の
歴
史
は
『
柳
川
の
歴
史
と
文
化
』
(
二

六

i
二
七
頁
・
二
六
五

i
二
六
七
頁
)
を
参
考
に
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ

れ
る
。



明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
七
月
、
廃
藩
置
県
。
柳
河
県
。

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
二
月
、
三
瀦
県
。
柳
河
支
庁
。

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
一
月
、
柳
川
城
炎
上
。

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
、
瀬
高
門
、
出
ノ
橋
門
、
辻
門
な
ど
の
門
全
て
を

公
売
。
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明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
三
月
、
三
瀦
県
庁
を
若
津
町
か
ら
西
久
留
米
両
替

町
に
移
転
。

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
、
旧
柳
川
城
郭
の
建
物
、
石
垣
な
ど
を
陸
軍
省
か

ら
大
蔵
省
に
処
分
す
べ
く
引
渡
し
。

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
、
柳
河
支
庁
を
廃
す
る
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
、
三
瀦
県
庁
に
旧
柳
川
城
、
城
塁
の
払
い
下
げ
。

残
存
し
て
い
た
櫓
を
破
壊
し
、
石
垣
な
ど
と
と
も
に
、
堤
防
決
壊
の
復
旧
に

新
開
地
に
埋
め
る
。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
、
柳
川
城
祉
、
民
間
に
払
い
下
げ
。

明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
、
三
瀦
県
を
廃
し
、
福
岡
県
に
合
併
す
る
。

以
上
の
事
実
が
物
語
る
の
は
、
柳
川
が
次
第
に
行
政
の
機
能
を
失
っ
て
い
く

姿
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
風
景
と
し
て
の
特
徴
は
、
官
僚
と
し
て
の
武

士
が
町
を
去
り
、
武
家
屋
敷
が
次
々
に
廃
屋
に
な
っ
て
い
く
姿
で
あ
る
。
あ
る

い
は
焼
失
し
、
ま
た
、
公
売
に
か
け
ら
れ
た
遺
構
は
、
新
開
地
開
拓
の
た
め
、

有
明
海
の
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
た
。
明
治
八
年
の
堤
防
決
壊
の
復
旧
な
ど
は
そ

の
典
型
で
あ
る
。
沖
ノ
端
の
商
家
や
漁
師
町
は
、
あ
る
い
は
海
外
貿
易
に
乗
り

出
し
、
あ
る
い
は
販
路
を
広
げ
た
が
、
や
は
り
身
近
な
消
費
者
を
失
っ
た
経
済

的
痛
手
は
大
き
か
っ
た
。

柳
川
は
育
ち
行
く
白
秋
の
目
の
前
で
、
廃
屋
を
増
し
、
文
字
通
り
「
廃
市
」

と
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
白
秋
は
「
ア
セ
チ
レ
ン
瓦
斯
を
点
け
、
新
た
に
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電
気
燈
(
で
ん
き
)
を
ひ
い
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
格
別
、
こ
れ
は
と
い
ふ
変
化

も
凡
て
の
沈
滞
か
ら
美
く
し
い
手
品
を
見
せ
る
や
う
に
容
易
く
蘇
ら
せ
る
事
は

不
可
能
で
あ
ら
う
。
」
(
復
刻
版
、
序
一
九

1
二
O
頁
)
と
、
絶
望
的
な
ロ
マ
ン

を
掻
き
立
て
る
の
で
あ
る
。

4
.
北
原
白
秋
の
南
蛮
趣
味
と
柳
川

次
に
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
北
原
白
秋
の
南
蛮
趣
味
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
の
考

察
に
重
ね
て
考
察
す
る
。

白
秋
に
お
い
て
南
蛮
趣
味
は
通
説
で
は
「
五
足
の
靴
」
(
明
治
四

O
年
・
一

九
O
七
・
二
二
歳
)
に
よ
る
と
さ
れ
る
が
、
白
秋
自
身
が
「
私
の
異
国
趣
味
は

穂
い
(
を
さ
な
い
)
時
既
に
わ
が
手
の
中
に
操
ら
れ
た
。
」
(
復
刻
版
、
序
三
八

頁
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
背
景
が
柳
川
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
沖
ノ
端
は
心
理
的
に
は
求
心
的
な
旧
城
下
の
枠
組
み

を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
も
国
内
外
に
対
す
る
出
入
り
口
と
し
て
の

発
展
可
能
性
を
辿
る
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
歴
史
的
事
実
の
一
端
か
ら

考
察
す
る
。

『
柳
川
の
歴
史
と
文
化
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
(
一
二

i
一
五
頁
)
、

柳
川
藩
は
大
坂
の
常
安
橋
に
大
坂
倉
屋
敷
を
持
ち
、
長
崎
の
浦
五
島
町
に
柳
川

藩
米
倉
を
持
っ
て
廻
米
を
送
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
国
内
各
港
に
廻
船
を
派
遣

し
産
物
の
交
易
に
力
を
入
れ
た
。

さ
ら
に
、
元
禄
頃
(
一
七
世
紀
末
)
に
は
櫨
運
上
(
櫨
税
)
制
度
を
設
け
た
。

実
質
的
に
こ
れ
は
鎖
国
中
に
も
関
わ
ら
ず
海
外
貿
易
を
遂
行
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
櫨
か
ら
晒
し
蝋
を
作
り
、
長
崎
米
倉
に
送
り
、
幕
府
長

崎
奉
行
を
通
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
売
る
。
藩
や
長
崎
奉
行
の
手
数
料
を
差
し
引
い

て
商
人
の
利
益
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



44 

他
に
も
、
元
和
九
年
(
一
六
二
三
)
に
豪
商
後
藤
七
郎
左
衛
門
が
安
南
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
航
海
。
寛
政
十
二
年
(
一
六
三
五
)
に
鎖
国
令
が
出
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
に
は
商
人
江
口
吉
右
衛
門
が
禁
を
犯
し
て
海

外
へ
行
き
死
刑
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
柳
川
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
海
外

が
身
近
な
風
土
が
江
戸
時
代
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
聞
か
れ
た
気
風
に
関
し
て
、
軍
事
的
に
は
沖
ノ
端
川
下
流
は
水

軍
基
地
で
も
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
に
は
御
船
方
が
す
で
に
あ
っ
た
が
、
嘉
永
六

年
(
一
八
五
三
)
に
幕
府
が
大
船
製
造
の
禁
を
解
く
と
、
早
速
柳
川
藩
も
大
兵

船
を
作
る
。
本
来
、
御
船
大
工
頭
の
芳
司
(
ほ
う
じ
)
家
が
軍
船
・
商
船
製
造

の
目
的
で
す
で
に
元
和
六
年
(
一
六
二

O
)
大
坂
か
ら
来
柳
し
、
代
々
、
大
船

製
造
技
術
を
伝
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
柳
川
藩
は
長
崎
警
備
、
す
な
わ
ち
長
州
以
西
の
諸
藩
の
義
務
と
し
て

長
崎
に
人
材
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
距
離
の
近
さ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
有
力
な

西
欧
文
化
の
入
り
口
と
な
っ
た
。
あ
ま
つ
さ
え
、
長
崎
代
官
に
柳
川
の
人
村
山

氏
を
送
り
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
図
っ
た
こ
と
が
古
文
書
(
唐
・
紅
毛
商

売
之
控
な
ど
)

に
見
え
る
。

こ
れ
ら
も
ろ
も
ろ
の
状
況
に
よ
っ
て
、
柳
川
に
は
西
欧
文
化
が
自
然
に
流
れ

込
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
感
じ
易
い
白
秋
の
原
体
験
に
こ
の
よ
う
な
西
洋
文
化

が
根
付
い
て
い
た
と
い
え
る
。

5
.
方
法
と
し
て
の
場
所
論

こ
の
よ
う
に
、
方
法
と
し
て
場
所
論
を
生
か
す
試
み
は
、
そ
れ
ま
で
偶
発
的

窓
意
的
に
歴
史
や
生
育
史
を
辿
っ
て
き
た
諸
学
に
、
総
合
的
合
理
性
に
基
づ
く

思
考
を
補
う
こ
と
に
な
る
。

小
論
の
場
合
も
、
柳
川
と
い
う
特
定
の
場
所
な
が
ら
、
そ
の
場
所
の
持
つ
普

遍
的
な
意
味
の
側
面
を
、
北
原
白
秋
と
い
う
感
受
性
豊
か
な
詩
人
の
目
を
参
考

に
し
て
、
地
理
的
、
歴
史
的
、
ま
た
シ
ン
ボ
ル
的
に
探
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
き
た
北
原
白
秋
そ
の
ひ
と
と
そ
の
作
品
の
意
味
を
求
め
る
試
み
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
概
念
的
で
し
か
な
か
っ
た
柳
川
と
北
原
白
秋

の
本
質
的
意
味
が
統
合
的
に
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
す
で
に
考
察
し
て
き
た

と
お
り
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
は
じ
め
に
方
法
あ
り
き
、
の
危
険
性
を
も
認
識
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
シ
ン
ボ
ル
的
解
釈
に
典
型
的
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
方
法

だ
け
が
独
走
す
る
と
、
対
象
は
個
性
を
失
い
、
普
遍
の
型
を
な
ぞ
る
だ
け
に
堕

ち
て
し
ま
う
。
そ
の
危
険
性
を
避
け
る
た
め
に
は
、
場
所
論
の
原
点
、
す
な
わ

ち
、
場
所
は
本
来
唯
一
絶
対
無
限
な
存
在
そ
の
も
の
で
あ
り
、
個
も
ま
た
、
無

数
に
存
在
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
こ
の
考
察
は
、
柳
川
に
対
し
て
も
、
北
原
白
秋
に
対
し
て
も
、
単
に
僅
か

の
側
面
を
論
じ
た
に
過
ぎ
な
い
。
小
論
国
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
、
い
っ

そ
う
の
調
査
、
考
察
を
積
み
重
ね
、
公
表
す
る
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
場
所
論
と
い
う
理
論
面
で
も
、
一
層
の
理
論
的
構
築
が
望
ま
れ
る
。

そ
れ
は
、
理
論
の
性
格
上
、
単
に
机
上
の
議
論
を
積
み
重
ね
る
の
で
は
な
く
、

小
論
の
よ
う
な
具
体
的
実
践
を
射
程
に
入
れ
た
研
究
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
、
考
察
実
践
例
を
真
撃
に
遂
行
し
、
今
後
と
も
い
っ
そ
う
の
理
論
的

構
築
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
あ
ら
き

ま
さ
み
・
福
岡
歯
科
大
学
医
療
人
間
学
講
座
教
授
)
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2
5
出

o-Eロ門
-PHHY

の
0
・・

H
U
4品
¥
H
由・双山

赤
祖
父
哲
二
『
英
語
イ
メ
ー
ジ
辞
典
』
三
省
堂
、
一
九
八
九
年
第
四
刷

渡
辺
村
男
『
旧
柳
川
藩
志
』
青
潮
社
、
昭
和
五
五
年
(
昭
和
三
一
年
刊
行
の
復
刻
版
)

永
井
新
『
柳
川
藩
史
料
集
』
青
潮
社
、
昭
和
五
六
年

甲
木
清
『
柳
川
の
歴
史
と
文
化
』
柳
川
の
歴
史
と
文
化
暫
行
会
、
昭
和
六

O
年

西
原
一
甫
『
柳
川
明
護
図
会
』
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)

横
尾
文
子
『
北
原
白
秋
』
西
日
本
新
聞
社
、
平
成
六
年

中
野
等
『
立
花
宗
茂
』
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
一
年

城下町柳1f1/と北原白秋の見た嵐景

小
論
は
、
筆
者
の
以
下
の
講
演
と
学
会
発
表
の
内
容
を
、
論
文
と
し
て
再
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

①
「
柳
川
の
場
所
論
|
城
下
町
柳
川
と
白
秋
の
見
た
風
景
」
日
仏
景
観
会
議
「
柳

川
会
議
」
第
3
回
プ
レ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
演
会
、
柳
川
市
・
柳
川
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
水
の
郷
、
二

O
O六
年
一

O
月
一
五
日

②
「
北
原
白
秋
に
お
け
る
柳
川

l
場
所
論
的
考
察
|
」
比
較
思
想
学
会
研
究
例
会
、

東
京
・
大
正
大
学
、
二

O
O六
年
一
二
月
九
日
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